１．オンライン学術集会演題抄録登録システム資料

概要
UMINでは、平成9年よりインターネットを利用したオンライン学術集会演題登録システム（WWWによる演題・抄録の登録システム）の運用を行っております。本システムは、汎用にいろいろな学会にご利用いただけるように設計してあります。既に５０学会以上が採用し、２万件以上の演題抄録の収集を行っております。本システムには、１）演題・抄録の長さ・文字コード・必須情報の欠損等の自動チェック機能、２）演題・抄録の修正機能、３）査読用紙の自動印刷機能・オンライン査読機能、４）抄録集の自動作成機能、５）演題抄録のオンライン検索・表示機能等の豊富な機能がございます。現在のところ利用が臨床医学系の学会に偏っていますが、基礎医学・社会医学・歯科学・看護学・薬学・医療技術・生物学系の学会の利用も勿論可能です。

運用状況（現時点で運用済みか運用が決まっている学術集会です）

平成９年度

第62回日本循環器学会

平成１０年度

第53回日本体力医学会

第26回日本救急医学会

第63回日本循環器学会

平成１１年度

第88回日本病理学会総会

第102回日本小児科学会学術集会

第34回日本小児腎臓病学会

日本麻酔学会第46回大会

第42回日本腎臓学会

第44回日本透析医学会

第58回日本癌学会

第54回日本体力医学会

第29回日本腎臓学会西部学術大会

第37回日本癌治療学会総会

第29回日本腎臓学会東部学術大会

第16回日本障害者歯科学会総会

第58回日本脳神経外科学会総会

第30回日本膵臓学会大会

第41回日本消化器病学会大会

第3回日本肝臓学会大会

第37回日本消化器集団検診学会秋季大会

第35回日本胆道学会総会

第58回日本消化器内視鏡学会総会

第10回日本臨床スポーツ医学会学術集会

第27回日本救急医学会総会

第13回日本冠疾患学会学術集会

第9回脳神経外科コンピュータ研究会

第30回日本心臓血管外科学会学術集会

第27回日本集中治療医学会総会

JASSH3

平成１２年度

第64回日本循環器学会学術集会

第129回日本獣医学会学術集会

日本麻酔学会第47回大会

第89回日本病理学会総会

第103回日本小児科学会学術集会

第86回日本消化器病学会総会

第29回脳卒中の外科学会

第25回日本脳卒中学会総会

第18回日本脳腫瘍病理学会

第2回国際脳腫瘍病理シンポジウム

日本肝胆膵外科関連会議・名古屋

第48回日本輸血学会総会

第15回日本心臓ペーシング電気生理学会学術大会

第59回日本消化器内視鏡学会総会

第41回日本臨床細胞学会総会

第88回日本泌尿器科学会総会

第24回日本口蓋裂学会

第73回日本内分泌学会学術総会

第36回日本小児循環器学会学術集会

日本ペインクリニック学会題34回大会

第55回日本消化器外科学会

第38回日本人工臓器学会大会

第23回日本高血圧学会

第31回日本膵臓学会大会

第42回日本消化器病学会大会

第4回日本肝臓学会大会

第38回日本消化器集団検診学会秋季大会

第36回日本胆道学会総会

第60回日本消化器内視鏡学会総会

第31回日本消化吸収学会総会

第12回国際甲状腺学会学術集会

第23回日本血栓止血学会学術集会

第32回日本小児感染症学会

第13回日本内視鏡外科学会総会

第23回日本高血圧学会総会

添付資料： 学会担当者用FAQ（よくある質問とそれへの回答）

２．オンライン学会情報サービス（OASIS）資料

概要
学会が会員にオンラインで学会雑誌、学術集会抄録、ニュースレター、会員名簿等の情報を提供できるようにするサービスです。学会の会員を全員ＵＭＩＮに登録して(一部登録も勿論可能)、学会の会員のみによる会員制ホームページ（プル型情報サービス：会員が自分で見に行くタイプのサービス）、メーリングリスト（プッシュ型情報サービス：会員が何もしなくても情報が送り付けられてくるタイプのサービス）を作成します。学会の会員名簿と、会員制ホームページ及びメーリングリストのメンバーが連動します（つまり名簿から削除すると、会員制ホームページにアクセスできなくなり、メーリングリストのメンバーからも外れます）。会員制ホームページでは、学会誌全文・学術集会抄録フルテキスト検索システム、学会誌論文・学術集会抄録のオンライン収集・査読システム、会員名簿管理システム、電子掲示板、汎用文書検索システム、メーリングリストアーカイブ提供システムが稼動します。現在、日本脳神経外科学会、日本医療情報学会、日本光カード医学会の３学会が利用しています。

添付資料： 学会担当者用FAQ（よくある質問とそれへの回答）

３．汎用医学研究データ収集システムについて

· 疾病登録・疫学研究・臨床研究（症例登録・割付・経過記録）用に汎用に利用できる汎用医学研究データ収集システムの開発を現在行っている。初期運用版は１０月中に完成する予定である。

・本プログラムも初期運用版は必ずしも十分な機能は持っていないが、運用しながら機能を追加していく方針でいく予定である（オンライン学術集会演題抄録登録システムでもプログラムが各学術集会にニーズにほぼこたえられるだけの機能を揃えるまでに、２年程度掛かっている）。

· オンライン学術集会演題抄録登録システムやオンライン学会情報サービス（OASIS）と異なり、研究用のデータ収集システムの場合には、汎用に設計はしても完全にプログラムを1本にはできずに、各研究毎に個別に改造が必要になる。このため、無償で運用することは困難であるが、各学会が個別に発注した場合よりも相当安価な価格で運用できると予想している。

・サービスの対象は原則として、オンライン学会情報サービス（OASIS）参加学会とする予定である。
